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株 式 
会 社 

山
田
　
今
日
は
ら
ら
ぽ
ー
と
マ
ネ
ジ

マ
ン
ト
株
式
会
社
に
お
勤
め
の
難
波

江
利
子
さ
ん
を
お
招
き
し
、
日
本
橋

と
日
本
橋
美
人
に
つ
い
て
お
話
を
伺

い
ま
す
。

難
波
　
現
在
私
が
担
当
し
て
い
る

「
コ
レ
ド
日
本
橋
」は
、
衣
・
食
・
住
・

趣
を
カ
バ
ー
す
る
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
施

設
と
し
て
、
２
０
０
４
年
３
月
に
日

本
橋
東
急
百
貨
店
の
跡
地
に
オ
ー
プ

ン
し
ま
し
た
。
私
は
女
性
を
メ
イ
ン

タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た
販
売
促
進
、
店

舗
の
窓
口
、
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
提
案

や
実
施
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。
日
本

橋
の
地
域
ブ
ラ
ン
ド
「
日
本
橋
美
人
」

の
ビ
ジ
ョ
ン
と
も
共
鳴
し
つ
つ
、
２

０
０
９
年
９
月
に
は
「
も
っ
と
、
も

っ
と
女
性
に
う
れ
し
い
コ
レ
ド
へ
」

を
テ
ー
マ
に
、
３
階
を
全
面
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
し
ま
し
た
。

ま
た
弊
社
は
郊
外
型
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
現

在
は
こ
の
よ
う
な
都
心
型
商
業
施
設

や
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
パ
ー
ク
な
ど
、
魅

力
あ
る
空
間
を
目
指
し
た
運
営
を
全

国
に
展
開
し
て
い
ま
す
。

山
田
　
コ
レ
ド
日
本
橋
の
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
に
つ
い
て
、
教
え
て
く
だ
さ
い
。

難
波
　
仕
事
も
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
も
充

実
さ
せ
た
い
と
考
え
る
女
性
の
、
リ

ア
ル
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
フ
ィ
ッ

ト
し
た
ブ
ラ
ン
ド
を
17
店
舗
誘
致
し

ま
し
た
。
ト
ー
タ
ル
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー

を
提
案
す
る
「
資
生
堂
ビ
ュ
ー
テ
ィ

ー
サ
ル
ー
ン
」、
ナ
チ
ュ
ラ
ル
ス
キ

ン
ケ
ア
コ
ス
メ
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
カ

ン
パ
ニ
ー
「
ジ
ュ
リ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」

な
ど
の
ヘ
ア
＆
エ
ス
テ
や
、
ネ
イ
ル

や
ア
イ
メ
イ
ク
サ
ロ
ン
も
充
実
さ
せ

ま
し
た
。
20
〜
30
代
の
働
く
女
性
に

絶
大
な
人
気
を
誇
る
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

ブ
ラ
ン
ド「31Sons

de
m
ode

」や

フ
ー
ド
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
し
て
活

躍
中
の
柴
田
陽
子
氏
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス

の
初
出
店
と
な
る
「shiba-cafe

」な

ど
、
い
ず
れ
も
話
題
が
豊
富
で
す
。

お
客
さ
ま
か
ら
は
「
コ
レ
ド
日
本
橋

に
来
れ
ば
何
か
楽
し
い
こ
と
が
見
つ

か
る
」「
駅
ビ
ル
感
覚
で
気
軽
に
立

ち
寄
れ
る
」
な
ど
の
ご
好
評
を
戴
い

て
い
ま
す
。

月
に
一
度
の
ミ
ニ
ス
ク
ー
ル
、
シ

ー
ズ
ン
ご
と
の
フ
ェ
ア
や
イ
ベ
ン
ト
も

人
気
で
す
。
ど
な
た
で
も
ご
参
加
い

た
だ
け
ま
す
の
で
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
是
非
お
越
し
く

だ
さ
い
。

山
田
　
お
仕
事
柄
、
日
本
橋
界
隈
に

詳
し
い
難
波
さ
ん
に
と
っ
て
、
お
薦

め
の
ス
ポ
ッ
ト
は
ど
ん
な
と
こ
ろ
で

し
ょ
う
。

難
波
　
三
井
本
館
や
日
本
銀
行
本
店

な
ど
、
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て

い
る
歴
史
的
な
建
造
物
に
惹
か
れ
ま

す
。
特
に
、
昭
和
４
年
建
造
の
三
井

本
館
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
は
、
昼
間
と

は
異
な
る
陰
影
が
重
厚
な
趣
で
す
。

日
本
橋
川
の
リ
バ
ー
サ
イ
ド
は
、

何
よ
り
も
サ
マ
ー
シ
ー
ズ
ン
が
素
敵

で
す
ね
。
日
本
橋
の
た
も
と
に
あ
る

「
滝
の
広
場
」
で
く
つ
ろ
い
だ
り
、
レ

ス
ト
ラ
ン
「
日
本
橋
イ
チ
ノ
イ
チ
ノ
イ

チ
」
の
テ
ラ
ス
席
で
日
本
橋
を
眺
め

な
が
ら
、
川
風
を
楽
し
む
の
も
好
き

で
す
。

コ
レ
ド
日
本
橋
の
、
バ
ジ
ル
と
鶏

挽
肉
の
風
味
が
く
せ
に
な
る
ガ
パ
オ

が
人
気
の
「
タ
イ
レ
ス
ト
ラ
ン
沌
」

は
、
シ
ン
プ
ル
で
清
潔
な
店
内
が
落

ち
着
く
と
女
子
会
に
も
ご
利
用
戴
い

て
い
ま
す
。
ま
た
、
石
焼
釜
で
焼
か

れ
た
本
格
的
な
ピ
ッ
ツ
ァ
が
楽
し
め

る
「
ピ
ッ
ツ
ェ
リ
ア
ダ
チ
ー
ボ
」
は
、

ナ
ポ
リ
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
明
る
い
店

内
で
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
層
に
も
評
判
で

す
。
イ
タ
リ
ア
ン
バ
ー
ル
の
よ
う
な

雰
囲
気
で
、
気
軽
に
お
酒
を
味
わ
え

る
「
カ
フ
ェ
バ
ー
カ
イ
ル
」
は
穴
場

的
な
存
在
で
す
。

山
田
　
日
本
橋
室
町
東
地
区
の
開
発

に
つ
い
て
、
お
聞
か
せ
戴
け
ま
す
か
。

難
波
　
弊
社
も
携
わ
っ
て
い
る
「
室

町
東
三
井
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
」
は
、
２

０
１
０
年
秋
に
オ
ー
プ
ン
予
定
で

す
。
複
数
の
商
業
施
設
と
、
老
舗
や

名
店
が
複
合
的
に
協
力
す
る
こ
と

で
、
日
本
橋
は
更
に
魅
力
的
な
「
街
」

に
な
る
と
思
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
潮
流
に
お
け
る
コ
レ

ド
日
本
橋
の
役
割
は
、
日
本
橋
の
ト

レ
ン
ド
を
常
に
発
信
し
続
け
る
こ
と

で
す
。
こ
れ
か
ら
も
古
き
良
き
物
事

を
残
し
蘇
ら
せ
な
が
ら
、
新
た
に
創

造
し
て
い
く
日
本
橋
の
魅
力
を
伝
え

て
い
き
た
い
で
す
。

山
田
　
働
く
女
性
に
と
っ
て
心
と
身

体
の
健
康
は
大
切
で
す
が
、
特
に
気

を
つ
け
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
は
あ

り
ま
す
か
。

難
波
　
有
機
野
菜
を
中
心
と
し
た
食

生
活
と
、
週
に
一
度
の
ホ
ッ
ト
ヨ
ガ

で
、
心
身
の
バ
ラ
ン
ス
を
整
え
る
よ

う
努
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
エ
モ
リ

エ
ン
ト
効
果
の
高
い
必
須
脂
肪
酸
、

ア
ル
ゲ
エ
キ
ス
、
コ
エ
ン
ザ
エ
ム
Q

10
、
D
M
A
E
な
ど
、
栄
養
価
の
高

い
成
分
が
豊
富
に
含
ま
れ
つ
つ
肌
に

負
担
の
少
な
い
「juice

BEAUTY

」

の
基
礎
化
粧
シ
リ
ー
ズ
を
、
コ
レ
ド

日
本
橋
３
階
の
「
コ
ス
メ
キ
ッ
チ
ン
」

で
揃
え
て
愛
用
し
て
い
ま
す
。

山
田
　
２
０
０
９
年
10
月
23
日
〜
11

月
10
日
に
行
わ
れ
た
「
江
戸
で
彩
る

日
本
橋
（
｜Japan

Beauty
from

Edo
-Tokyo

｜)

第
２
回
日
本
橋
美

人
博
覧
会
」は
、老
舗
、
名
店
、
企
業
、

ホ
テ
ル
な
ど
が
街
ぐ
る
み
で
協
力
し

て
開
催
し
、
江
戸
時
代
か
ら
日
本
橋

地
域
に
受
け
継
が
れ
て
き
た
固
有
の

文
化
が
、
日
本
橋
美
人
の
中
に
息
づ

い
て
い
る
こ
と
を
、
江
戸
を
テ
ー
マ

に
彩
り
演
出
し
ま
し
た
。
国
内
外
か

ら
25
万
５
千
人
も
の
方
が
、
優
・

粋
・
知
・
創
の
４
つ
の
ゾ
ー
ン
に
区

分
け
し
た
日
本
橋
を
訪
れ
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。
御
社
も
参
加
さ
れ
ま
し

た
が
い
か
が
で
し
た
か
。

難
波
　
コ
レ
ド
日
本
橋
の
地
下
１
Ｆ

ア
ト
リ
ウ
ム
前
は「
粋
」ゾ
ー
ン
の
コ

ン
セ
プ
ト「
江
戸
っ
子
の
美
意
識
」

を
テ
ー
マ
に
『
日
本
橋
の
「
老
舗
資

料
」
展
』
の
会
場
に
な
り
、
好
評
を

戴
き
ま
し
た
。
開
催
期
間
中
は
、
着

物
姿
の
お
客
様
が
増
え
て
、
華
や
い

だ
中
に
も
風
情
が
感
じ
ら
れ
、
大
変

盛
況
で
し
た
。

今
年
の
日
本
橋
美
人
博
覧
会
（
２

０
１
０
年
10
月
22
日
〜
11
月
９
日
）

は
、
実
行
委
員
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
、

積
極
的
に
お
手
伝
い
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

山
田
　
と
こ
ろ
で
難
波
さ
ん
に
と
っ

て
「
日
本
橋
美
人
」
と
は
、
ど
の
よ

う
な
女
性
で
し
ょ
う
か
。

難
波
　
一
言
で
い
う
と
「
内
面
美
人
」

で
す
。
周
囲
の
物
差
し
に
左
右
さ
れ

な
い
「
凛
」
と
し
た
美
し
さ
を
持
つ

女
性
。
そ
の
よ
う
な
女
性
は
、
知
的

好
奇
心
が
旺
盛
で
他
者
と
の
バ
ラ
ン

ス
に
配
慮
し
つ
つ
、
相
手
の
喜
び
を

自
分
の
喜
び
と
し
て
共
有
で
き
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

山
田
　
内
面
の
持
つ
美
し
さ
は
、
自

ず
と
そ
の
人
自
身
に
現
れ
て
く
る
も

の
で
す
。”心
と
身
体
“の
バ
ラ
ン
ス

感
覚
に
優
れ
た
「
日
本
橋
美
人
」
を

目
指
し
て
輝
い
て
い
た
い
で
す
ね
。

日
本
橋
で
の
女
性
が
テ
ー
マ

日
本
橋
の
魅
力

日
本
橋
と
日
本
橋
美
人
博
覧
会
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フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ポ
イ
ン
ト

（
右
）
臙
脂
色
の
笹
の
葉
と
愛
ら
し
い
小
花
が

印
象
的
な
本
染
ゆ
か
た
。
市
松
模
様
の
帯
を

合
わ
せ
、
キ
リ
リ
と
し
た
粋
な
装
い
に
。

ゆ
か
た
反
物

２
４
１
５
０
円

帯

７
１
４
０
円

巾
着

１
２
６
０
円

下
駄
・
帯
締
め
　
参
考
商
品

（
左
）
ベ
ー
ジ
ュ
地
に
ブ
ル
ー
の
濃
淡
で
、
牡

丹
を
描
い
た
本
染
ゆ
か
た
。
薄
い
ピ
ン
ク
の

帯
が
優
し
く
、女
性
ら
し
い
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
。

ゆ
か
た
反
物

２
５
２
０
０
円

帯

１
０
５
０
０
円

籠
巾
着

８
６
１
０
円

下
駄
・
帯
締
め
　
参
考
商
品

撮
影
協
力：

ロ
イ
ヤ
ル
パ
ー
ク
ホ
テ
ル

衣
裳
協
力：

源
氏
物
語
　
堀
井
株
式
会
社

着
付
協
力：

花
影
き
も
の
塾

撮
　
　
影：

吉
川
信
之

堀
井
株
式
会
社
　y

u
k
a
ta
.n
e
t

花
影
き
も
の
塾
　w

w
w
.h
a
n
a
ka
g
e
jyu
ku
.jp

日
本
古
来
の
静
謐
な
香
り
の
漂
い
に
包
ま
れ
、
柔
ら
か
な
気
持

ち
を
感
じ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
そ
れ
は
香
り
を
感
じ
る
こ

と
で
、
脳
内
に
ア
ル
フ
ァ
波
や
エ
ン
ド
ル
フ
ィ
ン
な
ど
の
心
地
好
さ

を
も
た
ら
す
物
質
が
出
て
、
癒
し
の
効
果
が
生
ま
れ
る
か
ら
で
す
。

日
本
の
香
り
文
化
は
、
六
世
紀
末
に
香
木
が
漂
着
し
た
の
ち
、

奈
良
時
代
の
仏
教
の
発
展
と
と
も
に
広
が
り
始
め
ま
し
た
。
平
安

時
代
に
な
る
と
、
煉
香
を
中
心
と
し
た
趣
味
や
教
養
の
分
野
へ
と

領
域
が
拡
大
し
て
い
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
茶
道
の
創
成
期
で
も

あ
る
室
町
時
代
に
は
「
香
道
」
へ
と
大
成
し
、
江
戸
時
代
に
入
っ

て
か
ら
庶
民
の
間
に
浸
透
し
普
及
し
ま
し
た
。

日
本
橋
■
島
屋
7
階
「
香
の
調
べ
」
に
あ
る
「
山
田
松
香
木
店
」

は
、
京
都
御
所
近
く
で
江
戸
享
保
年
間
か
ら
薬
種
業
を
始
め
、
寛
政
年
間
に
は
香
木
・
薫
香
を
商
い
、
現

在
も
天
然
香
料
に
こ
だ
わ
っ
た
薫
香
製
品
に
定
評
が
あ
る
老
舗
で
、
関
東
地
区
に
初
出
店
と
の
こ
と
。

”心
も
身
体
も
美
し
い
“女
性
を
総
称
す
る
日
本
橋
の
地
域
ブ
ラ
ン
ド
「
日
本
橋
美
人
」
の
コ
ン
セ
プ
ト
に

共
感
し
、
京
都
本
店
の
香
房
と
連
携
し
て
新
た
に
商
品
開
発
を
手
が
け
た
自
信
作
が
「
日
本
橋
美
人
香

（
御
室
内
香
・
御
衣
装
香
）」
で
す
。

香
り
の
広
が
り
は
常
温
時
と
■
い
た
時
に
異
な
る
た
め
、
何
度
も
試
作
を
重
ね
、
香
り
の
強
弱
や
印
象

を
リ
サ
ー
チ
し
調
合
を
重
ね
ま
し
た
。
白
檀
を
基
調
に
数
々
の
天
然
香
料
を
ブ
レ
ン
ド
し
た
香
り
で
「
品

性
と
華
や
か
さ
を
備
え
た
日
本
橋
美
人
の
淑
や
か
な
部
分
」
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
ま
す
。

「
日
本
橋
美
人
御
室
内
香
」
は
、
来
客
や
就
寝
前
に
。
手
の
ひ
ら
サ
イ
ズ
の
「
日
本
橋
美
人
御
衣
装
香
」

は
、
ク
ロ
ー
ゼ
ッ
ト
や
ビ
ジ
ネ
ス
机
の
中
に
忍
ば
せ
て
移
り
香
を
楽
し
む
な
ど
、
T
P
O
に
合
わ
せ
様
々

な
シ
ー
ン
で
親
し
ん
で
み
て
も
楽
し
い
も
の
。
ま
た
香
り
に
は
防
虫
効
果
が
あ
る
の
で
、
大
切
な
衣
類
な

ど
を
虫
か
ら
守
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

香
り
は
嗅
ぐ
の
で
は
な
く
”聞
く
“と
表
現
し
ま
す
。
古
よ
り
続
く
ゆ
か
し
い
優
雅
な
伝
統
の
香
り
を
心

の
中
で
ゆ
っ
く
り
と
聞
く
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
日
本
橋
美
人
度
が
ア
ッ
プ
す
る
で
し
ょ
う
。

日本橋○島屋7階呉服サロン「香の調べ（山田松香木店）」
中央区日本橋2-4-1 TEL 03-3211-4111
http://www.takashimaya.co.jp/tokyo

日本橋美人御室内香
（香立・スティツク型線香15本入） ￥735
日本橋美人御室内香
（スティツク型線香60本入） ￥1,575
日本橋美人御衣装香（3袋入） ￥735

「日本橋美人香（御室内香・御衣装香）」




